
Ⅲ.重点事業   

 １．明日に繋げる産業発展の骨格を築く       

 ★は新規事業 
 ⑴産業支援機関の早期実現                      
  ・佐久市のイニシアチブのもと、連携による地域に根差す   
   産業の育成強化と新産業の創出 
 

    開設準備室の設置／医療や介護現場におけるニーズの収集 
    会員企業の新産業進出ニーズ調査／事業計画立案／ 
    大学・企業との連携調査 等 
 
 

                  ・産業支援機能の推進 
                   既存企業の開発力強化や新規事業の育成と 
                   再構築／人財育成（人脈形成）／産業の招致 
 
 

 ⑵佐久ライフスタイル(安心・安全・健康で心豊かな暮らし)の実現に向けてのものづくり 
  ・医療福祉を軸とした市民のＱＯＬ※向上への貢献 
    健康・介護機器／IoT※活用／農村型支援機器の開発  
 

    ※QOLとは、どれだけ人間らしい生活や自分らしい生活を送り 

      人生に幸福を見出しているかという概念 
 

    ※IoTとは、様々な物体（モノ）に通信機能を持たせ、 

      インターネットに接続したり相互に通信することにより、 
      自動認識や自動制御、遠隔計測などを行うこと 
 

 

 ⑶人材確保支援（人材確保に向けた業種別取組み） 
  ★建設業…学校とのタイアップにより、作業現場の 
       見学会や企業訪問を実施し、企業や仕事 
       内容を知ってもらう。 
 

  ★製造業…工業系大学・高専・高校へ企業担当者が 
       訪問し、企業の特長や概要などを説明し 
       理解を深めてもらう。  
 

  ・他団体との連携による取組み 
 

 ⑷企業を守れ！やるぞ人材育成 
  ・中堅層(係長・主任クラス)を対象としたグループ 
   ワークや講師との双方向による人材育成講座の実施 
   （企画・提案・マネージメント能力等） 
                   〔製造業部会〕 
 
 

  ・電気自動車やハイブリッドカーなどの次世代 
   自動車の整備技術者を育成 
   車両診断機の実習や整備マニュアルによる勉強会 
                〔交通運輸業部会〕 
 
 

                   ★「新進気鋭 あきんど塾」の開講 
                     対象：若手経営者・後継者 
                     時代とともに商業環境が激変する中、 
                     既存商法からの脱却を図り、新マーケット 
                     を創造する。〔商業・サービス業部会〕 

建設現場見学会        （イメージ） 

就職促進の学校訪問     （イメージ） 

あきんど塾 お店訪問 
（イメージ） 


